
　明星学園メンバーさん100名が38グループに
分かれていくクラス旅行。そのうち今年度は７
つのグループが東京ディズニーランドに行く。
　どんなに障がいが重くとも旅行先は自分で決
める。
　だからこそ楽しめるのだ。

クラス旅行
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みんな幸せになりたい
あなたも私も

明星学園
障がい者支援施設

「やすしくん」 中
島 三紀
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明星学園には３軒のグループホームがあります。
それぞれのホームで２～４名の方が、世話人さんと共に生活しています。

芝生のある
大きな家！

スポーツ大会の
トロフィーだよ!

私のお気に入り
のお部屋

愛犬の
ダイヤと共に
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第３号 5

　ところが我が意に反しＭさ

んが指名したのは『園長』で

した。少しの怒りと少しの寂

しさとを感じ、「負け惜しみ」

かなとも思いながら「Ｍさん

にとってのもう一つのウェディ

ングドレスの意味」を考えて

みました。そして至った結論

はこうです。『園長＝明星学園、

Ｍさんは明星学園に嫁ぐ事で、

自分らしいそして夢があり楽

しい学園生活を自ら築いてい

く決意をしたのではないか、

母からの自立も含めほんとの

意味で独り立ちを始めたので

はないか。』と。考え過ぎなの

かもしれないし、私が女性で

ない分、嫁ぐ時の心の襞は計り知れないのですが。

　レンタルのウェディングドレスに身を包み、に

こやかな表情を浮かべながら「全体的に明るくし

て下さる？」とメーキャップの専門家さんに注文

を出すＭさん、笑みもありながら凛とした表情で

ブーケを持ち、スタジオ撮影に臨むＭさん、素晴

らしいウェディングドレスのアルバム写真が完成

しました。

　ＭさんのＩ市の実家には今誰も住んでいません。

お母さんも特別養護老人ホームに入所され、悲し

いかなＭさんが面会に行っても娘であることがわ

からなくなっています。しかし、嫁いだとはいっ

てもいつまでも実家は実家、親は親、笑顔で里帰

りができるようにこれからの学園生活を応援して

いきたいと思います。

　「ウェディングドレスが着た

いな。」少し恥ずかしげに俯き、

それでも職員の「色は何色？」

の問いかけに嬉しそうに顔を

上げ「そりゃ白だわね。」と答

えたＭさん。サービス等利用

計画作成のために行なわれた

『夢、これからしたいこと』の

聞き取りの一コマです。

　Ｍさんは現在６０歳、高校１

年生の時からＫ病院に２０回に

及ぶ入退院を繰り返し８年前

に明星学園に入所されました。

早くに父を事故で亡くし、兄

は東京で就労中、Ｉ市の実家

で母と二人で暮らしていまし

た。入所当時は、決して良い

関係とはいえなかったものの母と離れてしまう不

安、そして新しい学園の生活の中で自分は愛され

るのか、認められるのか、さらに人付き合いの苦

手な自分がクラスに溶け込めるのか、人を頼る事

をしていいのか、次から次に生じてくる不安、そ

れに伴う他害や器物破損、妄想言動等の課題行動

をその都度家族や職員の支えを得ながら自らの力

で乗り越え自立の道を歩み始めていたのです。

　「女性の一つの幸せの形であろうウェディング

ドレス＝結婚、生き辛かった青春、叶わなかった、

そしてこれからも叶うことのないであろうウェ

ディングドレス、それが本物でなくてもきっと着

たいんだろうな。」私はそう思いました。そして

「せっかくウェディングドレスを着るなら横に立っ

てもらう人、新郎さんもいてほしいよね。誰にす

る？」職員が問いかけます。「当然Ｍさんは私を

指名するだろうな。」と私は思っていました。だっ

て、かつてＭさんには思いを寄せる男性職員がお

り、支援の一環としてドライブをしたり夜祭の花

火見物に行ったり、そして今は担任も務めている、

何を隠そうその職員こそこの原稿を書いている私

本人なのですから。（笑）
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　明星学園のメンバーさんに出会え
た事が私を変えてくれた一番！です。

どうしたら安心して生活できて楽しい気持ちで過ごせるのかなぁと考えたり一
緒に過ごすことが楽しくて無我夢中だった15年。
　そして、またこのお仕事をしたくて5年前に再就職しました。
　障がいを抱え一人ひとり困り感は違うけど、感じる力はとても繊細で敏感です。

伝え方は言葉としてでなくても、表情や目線、しぐさな
どたくさんの表現で教えてくれます。言葉が出ても本当
の気持ちにふたをしてなかなか言えない方もいます。時
間はかかっても、思いを受け取りながら相談する中で表
情カードや○×カードなど使いながら聞いていくと、気
持ちがあっている時にはスッと表情が変わってきます。写真で時系列を掲示したり
お手紙を書くと安心できます。

　ご家族への思い、自分らしい生活、楽しみなこと、今の心配事などたくさんの気持ちを応援していく事は
簡単にはいかないけど乗り越える度にメンバーさんが納得できると、私も幸せな気持ちになります。メン
バーさんと向き合うと頑張る力がわいてきます‼いろんなことを教えてくれます。幸せを運んでくれる、私
にとってかけがえのない明星学園なんです‼(#̂ .̂#)
　やることは増えてくるばっかりでくじけそうになることも多いけど、好き
だから…。
　私にできることは「精一杯！」

　月に一回の外出でご飯食べたりおしゃれ
な買い物、好きな食べ物買いに行きます。そ
こで出会う地域の皆さん、ボランティアに
明星学園に来てくださる皆さん、いつもあ
りがとうございます。これからも仲良くしてくださいねぇ(̂ ♪̂　声をか
けさせてくださいね。また会ったねって声を
かけてくださいね。
　くじける時、メンバーさんがそばにきてく

れたり、笑顔で励ましてくれました。わからなくて壁にぶつかる事もたくさ
んあります。でも、皆で勉強したりメンバーさん職員さんと一緒に考えてき
ました。そして日本全国に同じように幸せを考える仲間とも出会って支えて
もらいました。いままで出逢った皆さんに本当に感謝しています。
　これからも、素敵な方に出逢えることを願って…。
　ぜひ、一緒に明星学園で働いてくださいませんか！お待ちしていま～す。(̂_-)-☆

みんな しあわせに なりたい

昭和57年4月入社。15年勤め退社。
育良保育園で13年勤務。
平成22年より再び明星学園に入社して、月組にて勤務6年。主任補佐。
現在に至る。相談支援専門員

支援員プロフィール★福沢利衣子
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２０年以上前に、お父さま、お母さまはすでに亡くなら

れていて、そのご家族とは音信不通の状況である。し

たがってお父さまやお母さまのお墓を捜そうにも全く

手掛かりもなく、お盆やお正月であっても墓参りさえで

きない状況なのである。明星学園では、どんなに障がい

の重い方であっても父親が亡くなった後、母親が亡く

なった後、定型発達の者と同じ心情を父や母に対して抱

いていると考えているので、命日やお盆、お正月のお墓

参りは欠くことができない支援となっているのだが。

　そんなＩさん、お盆を前にして、いつもは少ない排

尿の失敗が続き、とても穏やかな性格であるはずが、

頻繁に大きな声を出して怒り続けるのである。私も含

めて彼の父親や母親、そして家族のことを詳しく知る

職員は現在、学園にはいない。退職したベテラン職員

に昔のことを尋ねても今の彼の幸せに役立ちそうな情

報がない。そこで、支援者は、自棄のやん八、ダメも

とで「鎮魂碑」へのお参りを父親や母親のお墓の代わ

りにと提案したのだった。彼の表情が変わった。さっ

そく花とお線香と簡単なメッセージを書いた手紙を用

意して「鎮魂碑」を父や

母が眠るお墓の代替物と

してお参りしたのだった。

先ほどまでの彼の行動が

信じられないほど、彼は

いつもの穏やかな彼に

戻ったのだった。父や母

とつながった一瞬だった。

　私たちは、いつも「つ

ながり」の中で生きてい

る。もちろん生きている

間は、その相手と笑ったり、話したり、そばにいたり

しながら、つながって生きている。しかし、それは亡

くなった後も同じなのだ。お墓の前で手を合わせる、

居室の仏壇の前で手を合わせて語り掛ける、生前大好

きだったものを供える、花を手向ける。亡くなった方

ともつながり続ける。そして、それに支えられている。

それは、障がいが在ろうと無かろうと変わらない。

　敷地の一角に「鎮魂碑」なるものがある。明星学園

に在籍中にお亡くなりになった方々の魂を慰め、鎮め

る場所である。命日はもちろんのこと、お盆、お彼岸

など花が絶え間なく供えられている。明星学園開設以

来４６年の間に亡くなら

れた３４名の方の名前が

刻まれていて、古くは

今のようにてんかん発

作を上手に抑え込めな

かった時代、てんかん

の重積発作（連続的に発

作が生じて止まらなく

なる状態、心臓にも脳

にも大きな負担がかか

る）で亡くなられた方、

近くは定型発達の方々

と同じように知的障がいの方々も寿命が伸びたこと

（数十年前は知恵遅れの方は長生きができないと言わ

れた）が大きな原因であると思われるが、悪性腫瘍や

脳血管障害で亡くなられた方がいて、そしてとても残

念なことであるけれど誤嚥による窒息が原因で亡くな

られた方の名前もある。

　時々この「鎮魂碑」の前で頭を垂れて礼拝する時、心

の中で去来するのは「私たちの支援は、皆さんを幸せに

するのに間に合いましたか？」という自問である。天の

声が「ありがとうね、間に合ったよ」と聞こえればいい

のですが、大概の答えは「あの時はあれが精一杯だった

と思うから決して責めてはいませんが、みんなが幸せ

になるために、まだまだこれからやらなくてはならな

いことはいっぱいですよ」と返ってくるので、「いやー、

まいったなあ…」と鎮魂碑を離れるのですが…。

　それでも、背中を見せて離れていく私に「あの時は、

ありがとうございました」の声をかけてくれているよ

うな気がして、いつも励まされるのである。

　さて、その「鎮魂碑」、時には、こんな活用のされ

方をしている。

　Ｉさん、家族の帰省も無く、もちろん面会もない。
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ありがとうございました
・紙と包装材料「株式会社  中村」

様からトイレットペーパー1920

ロールを寄贈していただきまし

た。

　心より御礼申

し上げます。

障害者支援施設

明 星 学 園（生活介護事業）（施設入所支援事業）

第二明星学園（生活介護事業）（施設入所支援事業）
〒３９９-２５６１ 飯田市駄科２２５０

TEL ０２６５-２６-９４５６　FAX ０２６５-２６-９０９４

ホームページ http://www.myojo-gakuen.or.jp

メールアドレス myojo-gakuen-iida@clock.ocn.ne.jp

明星保育園
〒３９５-０８０７ 飯田市鼎切石３９２８

TEL ０２６５-２４-８０２０　FAX ０２６５-２４-８００８
ホームページ http://www.ans.co.jp/n/myoujou/home.html

メールアドレス myoujou-408@juno.ocn.ne.jp

グループホーム

 有 　 明 　 寮  
ゆう みん りょう

〒３９５-００５１ 飯田市高羽町２-５-１　TEL ０２６５-２２-４９７７

 有 　 誠 　 寮  
ゆう せい りょう

〒３９５-０１５１ 飯田市北方２１３９-５　TEL ０２６５-２５-９０３３

北方のぞみハイツ 
〒３９５-０１５１ 飯田市北方６８-７　TEL ０２６５-４８-０８８５

社会福祉法人　明　　星　　会

平成２８年度　明星学園・第二明星学園苦情・虐待（人権侵害）に関する通報事案

①苦情

　明星学園：２件　　第二明星学園：２件

　対応）・苦情受付書作成　・苦情内容の検討　・対応を検討（報告書作成）　・提起者に報告

②人権侵害・虐待を疑わせる通報

　明星学園：０件　　第二明星学園：０件

③園内虐待防止、人権侵害等防止に関する取組

　・虐待防止委員会の設置（啓発、受付、調査、改善策の検討）

　・人材育成委員会よりの定期的課題提供の実施（意識向上、啓発）

　・研修会への職員参加。

　・園内研修会の実施。

　・各クラスで人権擁護、虐待防止に関わる強化週間の設定。

恩
温
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桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
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桶

♡♡♡販売しています♡♡♡ ♡♡♡結の街メール♡♡♡
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